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●
は
じ
め
に

　

朝
鮮
半
島
の
南
西
部
、
全
羅
北
道
に

あ
る
群グ
ン

山サ
ン

の
盛
衰
は
海
と
深
く
関
わ
り
、

水
路
を
利
用
し
た
港
と
し
て
発
展
を
続

け
て
き
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
群
山
港

に
押
し
寄
せ
た
近
代
文
化
は
、
独
自
の

近
代
化
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
限
界

を
迎
え
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
の
大
韓
民
国

の
経
済
発
展
に
も
関
わ
ら
ず
逆
に
低
迷

期
を
迎
え
て
い
た
群
山
は
、
皮
肉
に
も

全
国
で
最
も
近
代
建
築
が
多
く
残
る
都

市
と
な
り
、
今
日
で
も
そ
の
文
化
資
源

を
観
光
、
教
育
に
用
い
よ
う
と
様
々
な

角
度
か
ら
そ
の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　

群
山
市
は
二
〇
〇
八
年
に
、
全
国
一

の
近
代
文
化
遺
産
を
用
い
て
旧
市
街
を

活
性
化
さ
せ
る
事
業
に
着
手
し
、
旧
群

山
港
と
そ
の
一
帯
に
あ
る
蔵
米
洞
、
永

和
洞
、
中
央
路
、
月
明
洞
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
旧
市
街
に
お
い
て
、
着
手
か
ら
八

年
で
観
光
客
誘
致
に
よ
る
地
価
の
上
昇

　

群
山
の
近
代
文
化
都
市
開
発
事
業

金 

中
奎

■特 ■集
朝鮮半島の都市

と
商
業
圏
の
復
活
と
い
う
快
挙
を
な
し

遂
げ
た
。
特
に
「
近
代
文
化
都
市
開
発

事
業
」（
以
下
、「
近
代
文
化
事
業
」）

の
先
駆
け
で
あ
り
、
近
代
文
化
事
業
の

い
わ
ば
案
内
役
と
し
て
建
設
さ
れ
た
群

山
近
代
歴
史
博
物
館
は
、
二
〇
一
一
年

九
月
三
〇
日
の
完
成
か
ら
四
一
カ
月
後

の
二
〇
一
五
年
二
月
七
日
に
、
来
場
者

が
一
〇
〇
万
人
（
無
料
入
場
期
間
二
九

万
四
三
三
六
人
、
有
料
入
場
期
間
七
〇

万
五
五
五
四
人
）
を
突
破
し
、
全
国
二

〇
三
カ
所
の
公
立
博
物
館
の
う
ち
優
秀

博
物
館
五
選
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
群
山

の
近
代
文
化
事
業
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
三
年
の
国
土
交
通
部

が
主
催
し
た
「
景
観
大
賞
」
で
の
大
賞

受
賞
や
、
国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
、
ア
ジ
ア

景
観
デ
ザ
イ
ン
学
会
、
福
岡
ア
ジ
ア
都

市
研
究
所
主
催
の
「
ア
ジ
ア
都
市
景
観

賞
」
を
二
〇
一
四
年
に
受
賞
し
た
こ
と

か
ら
も
、
博
物
館
を
は
じ
め
と
し
た
群

山
市
の
近
代
文
化
事
業
は
あ
る
程
度
の

安
定
期
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

●
近
代
建
築
物
を
歴
史
文
化
遺
産

と
い
う
観
点
か
ら
み
る

　

群
山
の
近
代
文
化
事
業
に
、
群
山
市

と
市
民
が
関
心
を
持
ち
、
開
発
計
画
が

始
ま
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
一
九
九
五
年

の
金キ
ム

泳ヨ
ン

三サ
ム

大
統
領
在
任
時
代
に
推
し
進

め
ら
れ
た
植
民
地
残
滓
清
算
事
業
か
ら

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ソ
ウ
ル
の
大
韓
民
国
中
央
庁
舎
（
旧

朝
鮮
総
督
府
庁
舎
）
の
撤
去
に
始
ま
っ

た
植
民
地
残
滓
清
算
事
業
の
影
響
で
、

全
国
各
地
に
あ
る
植
民
地
時
代
の
建
築

物
と
記
念
物
の
撤
去
作
業
を
推
進
し
た

時
期
に
、
群
山
も
ま
た
当
時
の
群
山
公

園
に
残
っ
て
い
た
報
国
塔
、
孔
子
廟
、

慈
雨
恵
民
碑
、
開
港
三
五
周
年
記
念
塔

な
ど
の
撤
去
が
決
定
し
た
。
し
か
し
、

撤
去
の
た
め
の
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
、

植
民
地
時
代
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
近

代
文
化
遺
産
と
し
て
の
保
存
の
必
要
性

が
提
起
さ
れ
、
話
し
合
い
の
結
果
、
撤

去
後
に
廃
棄
物
を
保
管
す
る
と
い
う
形

を
と
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
群
山
で

近
代
遺
産
保
存
が
一
般
化
さ
れ
る
最
初

の
事
例
と
な
っ
た
。
当
時
撤
去
さ
れ
た

資
材
は
、
現
在
、
群
山
近
代
歴
史
博
物

館
で
保
管
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
韓
国
政
府
も
日
本
植
民
地
時
代
の

歴
史
も
我
々
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
歴

史
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
近
代

文
化
遺
産
の
保
存
の
必
要
性
を
理
解
し
、

二
〇
〇
二
年
に
文
化
財
庁
で
登
録
文
化

財
法
を
制
定
し
て
近
代
文
化
遺
産
の
保

存
に
つ
い
て
の
制
度
的
支
援
が
決
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
転
機
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1920年代の群山港全景
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筆
者
が
群
山
で
初
め
て
群
山
東
国
寺

の
登
録
文
化
財
申
請
を
行
っ
た
二
〇
〇

三
年
当
時
、
住
職
は
笑
い
な
が
ら
、
一

九
九
五
年
の
植
民
地
残
滓
清
算
を
生
き

残
っ
た
こ
と
も
奇
跡
な
の
に
、
何
が
文

化
財
の
申
請
だ
、
と
否
定
す
る
よ
う
に

手
を
振
る
仕
草
を
し
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
る
。
し
か
し
、
東
国
寺
は
全
国
唯

一
の
日
本
式
寺
院
と
し
て
の
価
値
が
認

め
ら
れ
、
国
家
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、
群
山
で
は
群
山
開
井
面
旧

日
本
人
農
場
倉
庫
、
群
山
新
興
洞
日
本

式
家
屋
、
群
山
海
望
窟
、
群
山
旧
第
一

水
源
地
堤
防
、
群
山
臨
陂
駅
舎
、
旧
長

崎
第
十
八
銀
行
群
山
支
店
、
旧
朝
鮮
銀

行
群
山
支
店
、
群
山
於
青
島
灯
台
、
朝

鮮
食
糧
営
団
群
山
出
張
所
な
ど
一
〇
カ

所
が
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ

ら
と
は
別
途
に
旧
群
山
税
関
、
李イ
ヨ
ン
チ
ュ
ン

永
春

家
屋
な
ど
も
全
羅
北
道
指
定
文
化
財
の

指
定
を
受
け
、
歴
史
文
化
遺
産
と
し
て

保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。

●�

近
代
歴
史
文
化
遺
産
を
観
光
資

源
に

　

群
山
市
が
近
代
文
化
遺
産
を
活
用
し

た
近
代
文
化
事
業
を
本
格
的
に
始
め
た

の
は
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
の
単
体
中
心
の
文
化
財
保
存
事

業
が
変
化
を
遂
げ
た
の
は
、
当
時
の
李イ

明ミ
ョ
ン
パ
ク博政

権
が
最
初
の
公
募
事
業
と
し
て

群山近代歴史博物館 旧長崎十八銀行 旧朝鮮銀行群山支店

群山近代産業遺産文化芸術ベルト化事業の位置図

蔵米ギャラリー

旧郡山税関

ミズカフェ

旧長崎十八銀行郡山支店

旧朝鮮銀行郡山支店

農特産物広報ギャラリー

蔵米公演場

郡山近代歴史博物館

近代文化広場
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推
進
し
た
「
近
代
産
業
遺
産
文
化
芸
術

ベ
ル
ト
化
事
業
」（
以
下
、「
ベ
ル
ト
化

事
業
」、
筆
者
は
当
時
事
業
を
担
当
）

に
「
一
九
三
〇
年
へ
の
時
間
旅
行
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
事
業
申
請
を
し
て
か
ら

と
い
え
る
。
こ
の
ベ
ル
ト
化
事
業
と
し

て
、
群
山
市
は
税
関
、
長
崎
十
八
銀
行
、

旧
朝
鮮
銀
行
群
山
支
店
を
連
携
さ
せ
て

近
代
建
築
物
を
文
化
芸
術
空
間
と
し
て

活
用
す
る
事
業
構
想
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
二
六
の
申
請
自
治
体
の
う
ち

一
位
を
獲
得
し
た
。

　

当
時
、
す
で
に
群
山
近
代
歴
史
博
物

館
の
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、

ベ
ル
ト
化
公
募
事
業
に
選
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
予
算
の
確
保
と
い
う
基
盤

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
加
え

て
全
羅
北
道
で
推
進
す
る
一
市
郡
一
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
お
い
て
「
近
代
歴

史
景
観
開
発
事
業
」
が
選
定
さ
れ
、
群

山
市
は
近
代
文
化
資
源
の
開
発
と
い
う

ひ
と
つ
の
目
的
で
大
規
模
な
三
つ
の
事

業
を
同
時
に
推
進
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
時
の
事
業
の
基
本
計
画
は
、
内
港
、

蔵
米
洞
、
近
代
歴
史
博
物
館
を
一
次
完

工
、
さ
ら
に
ベ
ル
ト
化
事
業
地
区
を
二

次
完
工
さ
せ
て
近
代
文
化
拠
点
を
開
発

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
足
掛
か
り

に
旧
市
街
の
月
明
、
中
央
、
新
興
、
永

和
洞
に
近
代
歴
史
景
観
を
整
備
し
、
旧

市
街
全
体
を
近
代
文
化
都
市
と
し
て
開

発
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の

計
画
ど
お
り
、
ベ
ル
ト
化
事
業
は
二
〇

一
三
年
六
月
に
完
了
し
、
ミ
ズ
商
事
は

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
と
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
と
し

て
、
内
港
倉
庫
は
蔵
米
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

大
韓
通
運
倉
庫
は
蔵
米
公
演
場
と
し
て
、

長
崎
十
八
銀
行
群
山
支
店
は
近
代
美
術

館
、
朝
鮮
銀
行
群
山
支
店
は
近
代
建
築

館
と
し
て
整
備
さ
れ
、
現
在
で
は
近
代

歴
史
博
物
館
と
連
携
し
て
文
化
芸
術
体

験
と
土
曜
常
設
公
演
を
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
近
代
歴
史
景
観
開
発
事
業
は
、

第
一
段
階
と
し
て
近
代
建
築
物
が
集

ま
っ
た
五
九
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
近

代
歴
史
体
験
エ
リ
ア
を
造
り
、
近
代
歴

史
探
訪
路
を
整
備
す
る
た
め
に
民
間
か

ら
宅
地
二
ブ
ロ
ッ
ク
を
群
山
市
が
買
い

上
げ
、
二
〇
一
三
年
に
宿
泊
体
験
館
五

棟
と
近
隣
に
販
売
施
設
四
棟
が
完
成
し

て
民
間
事
業
者
が
運
営
中
で
あ
る
。
さ

ら
に
二
〇
一
四
年
に
も
宿
泊
体
験
館
一

棟
と
近
隣
施
設
四
棟
が
完
成
し
運
営
を

開
始
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
文
化
体
育
観
光
部
か

ら
予
算
の
援
助
を
受
け
て
推
進
し
た

「
一
九
三
〇
年
へ
の
近
代
群
山
時
間
旅

行
事
業
」
は
、
近
代
文
化
事
業
の
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
開
発
、
探
訪
路
区

間
の
景
観
改
善
、
グ
ル
メ
通
り
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
現
在
、
案
内
板
の
整

備
と
建
物
の
外
観
整
備
を
推
し
進
め
て

い
る
。

　

群
山
の
近
代
事
業
は
、
現
在
ま
で
に

基
本
事
業
を
完
了
し
て
イ
ン
フ
ラ
構
築

お
よ
び
運
営
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
文

化
資
源
を
活
用
し
た
旧
市
街
の
開
発
と

都
市
再
生
と
い
う
事
業
方
針
の
面
で
、

関
係
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

●
全
国
的
な
旧
市
街
活
性
化
の
成

功
例

　

近
代
文
化
都
市
開
発
事
業
の
第
一
段

階
（
二
〇
一
四
年
ま
で
）
完
了
に
と
も

な
っ
て
、
事
業
に
関
連
し
て
様
々
な
評

価
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
根
本
的
な
問

題
点
と
改
善
案
が
明
ら
か
に
な
る
に
は

第
二
段
階
の
完
了
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
現
在
ま
で
の
結
果
を
踏
ま
え
て

現
場
で
確
認
で
き
る
事
業
の
成
果
を
整

理
し
て
み
る
と
、
第
一
に
旧
市
街
（
月

明
洞
、
永
和
洞
、
蔵
米
洞
）
の
転
出
者

数
が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇

八
年
以
降
、
月
明
洞
を
中
心
と
し
て
毎

年
転
出
者
数
の
著
し
い
減
少
が
み
ら
れ

た
。

　

第
二
に
、
他
地
域
か
ら
の
訪
問
客
の

増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
訪
問
客
の
数
が

正
確
に
わ
か
る
群
山
近
代
歴
史
博
物
館

の
場
合
、
二
〇
一
三
年
に
は
二
二
万
人

が
来
館
し
た
が
、
二
〇
一
四
年
に
は
四

一
万
人
が
博
物
館
を
訪
れ
、
そ
の
う
ち

の
大
部
分
が
旧
市
街
に
あ
る
東
国
寺
と

新
興
洞
日
本
式
家
屋
（
広
津
家
屋
）、

映
画
『
八
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
の
撮
影

地
で
あ
る
草
原
写
真
館
な
ど
を
必
ず
訪

れ
た
こ
と
が
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
り
、

博
物
館
ベ
ル
ト
化
地
域
を
拠
点
と
し
て

旧
市
街
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
事
業

計
画
が
、
あ
る
程
度
成
果
を
上
げ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
三
に
、
旧
市
街
地
域
の
不
動
産
の

変
化
が
あ
る
。
近
代
文
化
都
市
開
発
事

業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
月
明
洞
、
蔵
米

洞
、
永
和
洞
一
帯
の
不
動
産
価
格
は
二

〇
〇
〇
年
以
降
、
毎
年
下
落
を
続
け
て

い
た
が
、
二
〇
一
四
年
七
月
を
起
点
と

2014年 博物館に列を作って入場する観光客
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し
て
高
騰
が
続
き
、
不
動
産
投
資
の
過

熱
の
兆
し
さ
え
み
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
に
よ
る
地
域
の
商
業

圏
の
活
性
化
と
共
に
、
旧
市
街
地
域
は

人
の
往
来
が
絶
え
な
い
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
街
へ
と
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

●
近
代
文
化
事
業
の
成
功
要
因

　

群
山
市
の
近
代
文
化
事
業
は
ま
だ
中

間
段
階
で
あ
る
と
は
い
え
、
肯
定
的
な

評
価
を
受
け
て
い
る
要
因
は
い
く
つ
か

あ
る
。
主
観
的
で
は
あ
る
が
そ
の
う
ち

の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
る
と
、
第
一

に
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
自
然
景
観
や
慶
州
・
扶
余
中

心
の
古
代
歴
史
か
ら
、
追
憶
を
ベ
ー
ス

と
し
た
近
代
の
旅
行
へ
と
い
う
志
向
の

変
化
が
、
多
く
の
旅
行
客
を
群
山
へ
と

呼
び
寄
せ
た
と
い
え
る
。

　

第
二
に
、
群
山
の
密
集
し
た
近
代
文

化
資
源
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
代
資
源
は

仁
川
や
木
浦
な
ど
韓
国
の
他
の
都
市
で

も
み
ら
れ
る
が
、
群
山
の
よ
う
に
一
五

分
か
ら
三
〇
分
圏
内
と
い
う
、
散
策
に

最
適
な
距
離
に
あ
る
の
は
群
山
の
強
み

で
あ
る
。

　

第
三
に
、
今
ま
で
こ
れ
と
い
っ
た
観

光
資
源
が
な
か
っ
た
群
山
の
弱
み
が
、

む
し
ろ
官
民
一
体
と
な
り
何
か
を
な
し

遂
げ
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
を
作
り
出
し
、

こ
う
し
た
推
進
へ
の
熱
い
気
持
ち
が
大

き
な
原
動
力
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、
先
に
述
べ
た
す
べ
て
の
成

功
要
因
が
あ
っ
た
に
し
て
も
推
進
が
難

し
い
事
業
が
成
功
し
た
最
も
大
き
な
要

因
は
、
群
山
市
長
が
み
せ
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
、
群
山

市
長
に
就
任
し
、
旧
市
街
地
の
開
発
を

近
代
文
化
事
業
と
し
て
推
進
し
よ
う
と

決
定
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
八
年
間
、

終
始
一
貫
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る

文ム
ン

東ド
ン

信シ
ン

市
長
の
情
熱
と
決
断
が
な
け
れ

ば
、
近
代
文
化
都
市
開
発
事
業
の
現
在

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
群
山
の
成
果
は
、
表
面
だ
け

を
み
て
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
成
功

事
例
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の

裏
に
は
多
く
の
人
々
の
不
断
の
努
力
と

物
流
港
湾
都
市
と
し
て
群
山
が
歩
ん
で

き
た
数
百
年
の
伝
統
文
化
が
蓄
積
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
群
山
近
代
文
化
事

業
の
根
本
は
、
観
光
で
も
な
く
、
文
化

で
も
な
く
、
歴
史
で
も
な
い
、
そ
の
す

べ
て
を
含
む
教
育
事
業
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
近
代
の
収
奪
と

痛
み
の
歴
史
を
若
者
た
ち
に
教
え
る
空

間
と
し
て
の
役
割
は
、
全
国
的
に
み
て

も
群
山
だ
け
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

●
事
業
推
進
の
課
題
と
希
望

　

近
代
文
化
を
中
心
と
し
た
政
策
を
樹

立
す
る
に
あ
た
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い

の
は
、
近
代
文
化
遺
産
保
存
の
先
頭
に

立
つ
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
、
近

代
文
化
は
繁
栄
の
歴
史
で
あ
る
が
、
韓

国
や
中
国
な
ど
帝
国
主
義
時
代
の
被
害

国
家
に
と
っ
て
、
近
代
文
化
は
国
を
奪

わ
れ
た
屈
辱
の
時
代
に
作
ら
れ
た
文
化

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

韓
国
で
の
近
代
文
化
事
業
に
は
歴
史
の

陰
の
部
分
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

群
山
市
の
場
合
、
近
代
建
築
物
、
近

代
文
化
と
い
う
単
語
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

連
想
さ
れ
る
植
民
地
残
滓
と
い
う
影
を

消
し
去
る
た
め
に
、
文
化
の
多
様
性
、

近
代
歴
史
教
育
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

重
視
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
筆
者

の
主
観
で
は
あ
る
が
、
近
代
期
の
痛
み

を
癒
す
た
め
に
は
、
事
実
か
ら
顔
を
背

け
て
沈
黙
や
歪
曲
で
解
決
し
よ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
韓
日
両
国
が
共
に
反

省
と
許
し
の
過
程
を
経
て
、
平
和
と
い

う
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
き
む　

じ
ゅ
ん
ぎ
ゅ
／
群
山
近
代
歴

史
博
物
館
長
）

（
写
真
と
図
は
す
べ
て
群
山
近
代
歴
史

博
物
館
提
供
）

近代歴史景観開発事業（左、右）


